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二
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書

　

　

　

　

　

や

義
集
魚
<
十
六
号

三
朝
町
農
業
共
済
条
例
の
7
部
改
正
昨
つ
S
て

次
の
と
お
少
三
朝
町
鼻
薬
共
済
条
例
の
)
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
h
て
､
地
方
自
治
法
(
職
和
二
十

二
年
法
律
集
六
十
七
号
)
舞
九
十
六
条
弟
1
萌
の
規
定
に
上
か
､
本
#
会
の
態
決
を
求
め
る
｡

昭
和
五
十
四
年
九
月
十
九
日

三

　

朝

　

町

　

長

軽

　

　

村

衛

　

　

　

成

膿
和
五
拍
E
l
年
九
月
廿
九
日
　
庸
奪
可
決

三
朝
町
轟
金
或
長
牧
田
嶺
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号

三
朝
町
鼻
糞
共
済
条
例
の
一
触
を
改
正
す
る
条
例

三
戟
町
鼻
薬
共
済
条
例
(
昭
和
三
十
九
年
三
朝
町
条
例
免
寸
言
)
竺
艶
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

日
宇
中
泉
二
章
魚
五
節
の
次
に
次
の
一
帯
を
加
え
か
｡

聖
ハ
節
　
聖
蒜
設
共
済
(
轟
<
十
<
集
の
二
十
二
-
集
<
十
八
集
の
四
十
五
)

聖
姦
竺
萌
中
｢
及
び
果
栴
共
済
｣
を
｢
､
果
梅
共
済
及
び
聖
蒜
故
共
空
に
,
｢
行
な
ヱ
を
｢

行
ヱ
忙
改
め
､
｢
轟
四
号
｣
の
↑
h
t
r
,
歯
蕃
施
設
共
済
に
雪
て
紘
象
五
号
｣
を
加
え
､
同
萌
魚
払
号

中
｢
農
作
物
育
成
管
理
用
地
空
を
｢
免
五
号
の
髄
定
聖
蒜
空
に
改
め
､
同
舟
に
次
の
盲
を
加
え
る
｡

五
　
共
済
目
的
　
地
殻
観
書
(
農
作
物
め
生
育
条
件
を
蒜
の
施
政
に
上
身
的
細
心
及
び
管
理
し
て
,
こ

れ
を
栽
培
す
る
こ
と
を
い
う
｡
)
の
用
忙
供
す
る
地
殻
(
以
↑
｢
地
役
歯
糞
用
地
空
と
S
う
｡
)
め

ぅ
ち
亀
妻
そ
の
他
の
そ
の
内
軌
で
農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
の
施
設
(
こ
れ
に
附
廃
す
る
畝
傍
を
含
む

も
の
と
し
､
鶴
巻
物
を
移
動
し
又
比
除
去
し
な
け
れ
ば
そ
の
内
敵
で
泡
常
の
浪
軽
作
業
を
行
う
こ
と
が

L
で
き
な
い
麻
殻
鹿
妻
用
瀬
投
及
び
単
位
南
棟
当
た
少
の
再
建
轟
価
格
(
当
敵
地
役
儀
叢
用
地
投
と
聖

の
構
造
､
材
質
､
用
途
'
規
模
､
塾
及
び
能
力
を
有
す
る
も
の
を
再
集
す
る
の
に
寮
す
る
費
用
に
頼
当
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Ⅵ
h

す
る
金
魚
を
S
う
｡
)
の
鼻
薬
災
害
鞄
併
法
施
行
親
則
(
職
聖
f
+
二
年
悪
省
令
熟
九
十
五
号
｡
以

下
｢
規
則
｣
と
い
う
(
艶
七
草
を
除
く
〇
･
)
○
)
第
十
五
条
O
i
ハ
の
規
定
に
上
身
森
林
水
産
大
臣
の
定

め
る
金
醇
に
浪
た
な
い
施
設
触
葺
用
振
放
を
除
-
○
以
↑
｢
特
棄
聖
蒜
空
と
い
う
○
)

共
済
事
故
　
風
水
車
ひ
よ
う
菩
そ
の
他
気
点
上
の
廠
歯
(
地
窯
及
ひ
常
火
を
含
む
○
)
に
･
J
る
災

害
､
火
災
'
鞍
裂
､
爆
発
､
J
航
空
輸
の
墜
落
及
び
接
触
､
航
空
磯
か
ら
の
物
体
の
鞄
下
､
車
両
及
び
そ

の
棟
裁
物
の
衝
突
及
び
捷
触
､
柄
虫
害
並
び
に
鳥
･
献
書

聖
二
条
爵
三
萌
の
次
に
次
,
の
f
嶺
を
加
え
る
｡

次
に
絡
げ
る
も
の
は
､
聴
定
聖
蒜
穀
に
併
せ
て
飽
妾
施
設
共
済
の
共
済
白
的
と
す
る
と
と
が
で
垂
る
○

l
　
次
に
輸
げ
る
施
艶
空
言
施
設
で
-
て
､
特
定
聖
蒜
穀
と
と
も
に
次
号
紅
梅
げ
る
点
作
物
の
栽

培
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
(
尚
書
地
殻
共
済
把
付
さ
れ
る
と
す
れ
ば
共
済
事
故
の
発
生
す
る
こ
と
が
相

当
の
確
実
卓
を
も
っ
て
見
通
香
れ
る
地
殻
聖
蒜
地
殻
及
び
通
常
の
管
理
が
行
わ
れ
ず
意
行
わ
れ
な

い
お
そ
れ
が
あ
る
施
設
聖
蒜
地
層
を
除
-
｡
以
下
｢
附
帯
地
殻
｣
と
S
う
｡
)

イ
　
海
鞄
鹿
駒
軒
施
設

か
ん
水
施
設

排
水
施
設

rT I.i

･
･
㌧
柵

･j i

●



-　3-

･
l
-
,
.

ニ
ー

ヽ

　

･

†　　　　'

l
t
　
換
気
施
扱
〝

ホ
　
炭
鯉
ガ
ス
発
生
施
設

(
　
搬
明
地
殻

ー
　
し
や
光
施
設

チ
　
自
動
制
御
施
政

-
　
発
電
地
殻

ヌ
　
帝
等
虫
専
防
換
地
穀

ル
　
肥
料
触
典
故
布
地
投

'
　
草
薮
栽
培
地
放

り
　
運
搬
施
投

力

　

栽

　

培

　

棚

亨

　

支

　

持

　

物

こ
　
蒋
好
尚
事
務
投
の
内
敵
で
栽
培
さ
れ
も
農
作
物
(
法
堅
二
幸
の
競
走
に
よ
る
農
作
物
共
済
､
垂
繭
共

済
'
兵
衛
共
済
及
び
畑
作
軌
共
済
挺
係
る
農
作
物
'
鞄
葺
施
設
共
済
に
付
与
れ
る
と
す
れ
ば
共
済
事
故

の
発
生
す
る
こ
と
が
相
当
の
敵
集
巷
を
も
っ
て
見
通
巷
れ
る
農
作
物
､
通
常
の
肥
培
管
理
が
行
わ
れ
ず
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又
妊
行
わ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
農
作
物
及
び
青
首
中
の
盤
作
物
を
除
く
｡
以
下
｢
施
設
内
典
作
物
｣

と

S

う

｡

)

鼻
五
条
集
二
弟
に
次
の
1
号
を
加
え
る
｡

<
　
囲
碁
地
殻
共
済
割

同
条
撃
二
項
中
｢
P
t
は
果
栃
共
済
潮
｣
を
｢
､
果
樹
共
済
勧
又
壮
観
妾
地
殻
弟
済
割
｣
に
'
｢
又
比
魚
<

十
<
集
の
十
二
象
f
嶺
｣
を
r
r
r
免
八
十
<
集
の
十
二
艶
一
塊
又
は
象
八
十
<
条
の
四
十
g
Z
魚
一
壊
｣
忙
改

め
る
.
)

集
十
一
条
敢
二
親
中
｢
又
は
果
樹
共
斡
｣
を
｢
､
哀
軸
共
済
又
壮
観
妻
地
殻
共
済
｣
に
改
め
､
｢
､
東
軸

共
済
｣
の
下
忙
｢
及
び
願
芸
地
殻
共
済
｣
を
加
え
る
｡

象
十
<
集
中
｢
細
く
｣
を
｢
聴
く
｣
に
改
め
る
｡

集
十
九
条
の
三
中
｢
及
び
鈴
<
十
<
廉
の
十
三
飴
g
l
額
｣
を
r
､
艶
<
十
<
集
の
十
二
舞
顕
現
及
ひ
免
<

十
<
条
の
四
十
甲
東
大
項
｣
　
に
'
｢
又
仕
舞
八
十
<
条
の
五
島
f
攻
の
果
樹
共
済
の
申
込
書
｣
を
｢
､
<

十
<
集
の
五
穀
f
弟
の
柴
栃
共
済
の
申
込
者
又
壮
観
<
十
<
集
の
二
十
五
艶
f
岳
の
歯
妻
施
設
共
済
の
申
込

者
｣
に
'
｢
若
し
-
杜
果
実
｣
を
｢
若
し
く
は
農
作
物
托
係
る
収
穫
物
｣
に
､
｢
又
は
東
夷
の
品
質
｣
を
｢

､
鼻
作
物
に
係
る
収
龍
物
の
晶
柴
又
牡
鹿
敵
飽
蕃
用
施
設
に
係
る
集
材
の
膳
異
裁
量
若
し
く
吐
価
格
｣
に
改

め
る
｡

･
¢

r

l
■
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簸
二
十
七
集
魚
三
萌
中
｢
前
項
｣
を
｢
前
二
親
｣
に
改
め
る
｡

l

簸
二
章
魚
五
軒
の
次
に
次
ノ
の
T
釦
を
加
え
る
｡

象
六
軒
　
陶
芸
施
設
共
済

(
共
済
鮎
係
の
成
立
)

象
<
十
<
条
Q
H
+
二
　
園
芸
施
設
共
済
の
共
済
馳
係
は
､
特
定
聖
蒜
穀
と
と
に
'
艶
<
十
<
集
の
二
七

四
窮
丁
額
の
園
芸
施
設
共
済
資
格
者
が
､
そ
の
者
が
所
萌
し
又
壮
管
理
す
る
畢
定
歯
婁
施
設
を
陶
芸
地
役

共
済
に
付
す
る
J
J
と
を
申
し
込
み
､
こ
の
町
が
こ
れ
を
東
熊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
｣
成
立
す
る
も
の
と
す

る
｡

J
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
東
飴
は
､
舞
八
十
<
条
の
二
十
四
艶
7
萌
の
蘭
書
施
設
共
済
資
格
者
が
特
定
馳
苦

海
散
の
所
有
者
で
あ
る
と
き
は
､
そ
の
者
が
所
葡
す
る
特
定
良
妻
施
散
人
当
敵
特
定
園
妾
地
殻
の
う
ち
に

･
次
の
各
号
紅
梅
げ
る
事
由
に
軒
当
す
る
特
定
歯
糞
地
殻
又
は
飽
芸
地
殻
共
済
に
付
し
た
聴
定
菌
芸
施
艶
が

ぁ
る
と
き
は
､
こ
れ
ら
の
特
定
歯
糞
施
設
以
外
の
特
定
鞄
書
施
設
)
の
す
べ
て
に
つ
S
て
前
項
の
親
定
に

上
る
申
込
み
を
し
て
S
る
場
合
で
を
け
れ
は
､
し
な
S
も
の
～
_
す
る
｡

f
　
馳
葦
施
設
共
済
に
付
卓
れ
る
と
す
れ
ば
共
済
事
故
の
舞
生
す
る
こ
と
が
相
当
の
確
実
卓
を
も
っ
て
見

通
卓
れ
る
こ
と
｡
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二
　
当
酸
特
定
歯
葦
軸
穀
に
係
る
輯
書
の
魚
の
適
正
円
滑
を
艶
定
が
輪
転
で
あ
る
こ
と
｡
そ
の
他
当
軟
特

l
u

定
歯
茎
施
鼓
に
つ
き
通
常
の
管
理
が
行
わ
れ
ず
又
は
行
わ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
｡

(
歯
茎
地
殻
共
済
へ
の
義
務
加
入
)

艶
八
十
<
条
Q
J
f
十
三
　
こ
の
町
と
の
陶
に
農
作
物
共
済
又
は
重
商
共
済
の
共
済
馳
係
の
存
す
る
者
で
'
特

定
飽
書
施
設
を
所
有
す
る
も
の
は
､
次
の
各
号
に
軟
当
す
る
亀
倉
を
除
卓
へ
そ
の
者
が
所
有
す
る
特
定
陶

ド

芸
施
設
を
酔
業
施
設
共
済
に
付
盲
な
け
れ
ば
走
ら
な
S
｡

一
当
酸
特
定
艶
婁
地
殻
が
前
条
聖
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
鼓
当
す
る
特
定
匝
芸
施
設
で
あ
る
嶺
合

二
　
当
款
特
定
園
葺
施
設
廓
幽
妾
施
穀
瀬
醇
に
付
し
た
特
定
歯
妾
施
設
で
あ
る
壕
合

三
　
当
敵
将
定
陶
芸
地
殻
が
､
そ
の
所
有
し
又
は
管
理
す
る
聴
定
触
葦
軸
散
の
散
健
面
耕
.
(
虚
根
及
び
外

～

蜜
の
主
要
部
舟
が
ガ
ラ
ス
に
上
身
造
ら
れ
て
S
る
聴
定
陶
芸
施
設
(
以
下
｢
ガ
ラ
ス
童
｣
と
い
う
｡
)

の
設
億
南
棟
に
あ
つ
て
は
'
当
抜
殻
盤
面
棟
に
二
を
乗
じ
て
得
た
面
鏡
｡
以
下
向
じ
｡
)
の
合
計
が
二

7
-
ル
未
満
で
あ
る
者
が
所
有
す
る
聴
定
陶
芸
施
設
で
あ
る
場
合

(
園
芸
施
設
共
済
資
格
者
)

島
八
十
<
条
里
l
十
四
　
と
の
町
と
の
尚
忙
鹿
妻
施
設
共
済
の
共
済
馳
係
争
成
立
盲
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者

は
'
次
に
抱
け
る
東
件
の
す
べ
て
を
備
え
て
S
る
者
(
そ
の
考
が
所
有
し
又
は
管
理
す
る
鞍
定
観
芸
施
設

､
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q
　
,

¢
穀
他
面
軒
の
合
計
が
二
7
-
ル
未
柵
で
あ
る
者
を
除
-
｡
以
f
l
｢
飽
蕃
地
殻
共
済
染
格
者
｣
と
S
う
｡

)
　
と
す
る
｡

】
　
特
定
触
巷
施
設
を
所
有
し
又
は
管
理
す
る
者
で
鹿
巣
を
営
む
も
の
で
あ
る
こ
と
｡

二
　
象
二
条
に
辞
定
す
る
区
地
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
｡

.
1
　
と
の
町
と
の
筒
に
願
書
地
殻
共
済
の
共
儲
鞄
係
の
存
す
る
者
.
(
以
下
｢
歯
書
施
設
共
済
加
入
者
｣
と
3

｡
)
が
勝
幸
地
殻
共
済
資
格
者
で
な
-
な
っ
た
と
き
仕
､
そ
の
時
に
､
当
酸
共
済
触
係
は
消
滅
す
る
も

の
と
す
る
｡

(
静
養
施
投
共
済
の
申
込
み
)

艶
<
十
<
条
の
二
十
五
　
園
芸
施
設
共
済
資
格
者
が
雛
<
十
八
条
の
二
十
二
象
一
塊
の
規
定
に
上
る
申
込
み

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
へ
次
の
車
現
を
記
載
し
た
申
込
芋
を
こ
の
町
忙
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
を
S
｡

f
　
申
込
者
の
氏
名
及
び
住
所
(
法
人
た
る
艶
蓑
軸
穀
共
済
資
格
者
に
参
っ
て
綻
'
そ
の
名
称
､
そ
の
代

表
者
の
氏
名
及
び
そ
の
事
務
所
の
所
在
地
)

二
　
特
定
尚
書
施
設
の
搬
遭
､
材
賀
'
所
在
地
'
経
過
年
数
及
び
敏
捷
如
陶

三
　
附
帯
地
殻
の
程
動
及
び
経
過
年
数

四
　
施
牧
内
農
作
物
の
鍵
敷
'
栽
海
面
頼
及
び
栽
培
転
職
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五
　
そ
の
他
共
済
目
的
を
明
ら
か
に
す
'
(
き
事
項

.
1
　
こ
の
町
比
､
象
八
十
<
条
の
二
十
二
島
一
鼎
の
規
定
に
よ
る
申
込
み
を
受
け
た
i
}
き
吐
,
当
故
申
込
み

を
乗
鞍
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
て
､
A
J
九
を
申
込
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
｡

j
　
艶
f
負
の
申
込
者
に
記
載
し
た
事
功
に
変
異
(
簸
<
十
<
集
の
I
f
+
九
に
規
定
す
る
共
済
自
由
の
異
動

を
除
-
｡
)
が
生
じ
た
と
き
は
､
観
蓑
施
設
共
済
加
入
者
比
､
淫
滞
な
く
へ
そ
の
旨
を
こ
の
町
に
通
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
を
S
｡

(
申
込
み
の
乗
欝
を
拒
む
場
合
)

第
<
十
八
集
空
手
六
　
こ
の
町
性
､
特
定
艶
芸
施
設
を
管
理
す
る
鞠
書
放
散
共
済
資
格
者
か
ら
舞
<
十
<

条
竺
1
+
二
艶
l
萌
の
観
定
忙
よ
る
申
込
み
が
あ
っ
た
壌
合
に
お
S
て
､
そ
の
者
が
共
済
事
故
忙
よ
る
凍

害
に
つ
S
て
卓
軒
特
定
漸
葺
施
設
の
所
有
者
に
対
し
て
息
吹
回
復
蘇
我
を
負
っ
て
S
を
S
と
き
,
当
酸
申

込
み
に
係
る
特
定
馳
書
鹿
投
が
艶
<
十
<
条
竺
一
三
嘉
-
壷
各
号
紅
梅
げ
る
事
由
に
酸
当
す
る
と
き
又

壮
､
,
婆
鞍
申
込
み
に
係
る
聴
定
艶
婁
施
設
が
艶
毒
施
殻
共
済
把
付
し
た
特
定
歯
糞
施
設
で
あ
る
と
き
紘
1

当
軒
申
込
み
の
東
熊
を
拒
む
と
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
｡

(
共
済
触
係
の
満
載
し
な
い
亀
倉
)

島
<
十
<
条
の
二
十
七
　
艶
美
地
殻
共
済
加
入
者
が
年
所
を
聖
蒜
に
放
棄
す
る
区
域
外
に
移
転
し
た
た
め

･
]
.
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I

集
<
十
<
集
の
二
十
四
撃
壷
の
規
定
に
上
か
当
放
共
済
馳
係
が
渦
戟
す
べ
き
革
食
紅
か
S
て
'
そ
の
者

が
当
政
共
済
内
儀
を
存
簸
さ
せ
る
こ
と
に
つ
S
て
そ
の
移
嵐
前
に
と
の
町
の
東
舞
を
受
け
て
S
た
と
き
比

I

婆
散
共
済
鞄
係
は
'
同
額
の
簸
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
な
お
存
耗
す
る
も
の
と
す
る
｡

.
1
　
前
現
の
乗
鞍
に
吐
､
象
十
一
集
魚
二
弟
の
親
定
を
準
用
す
る
｡

(
共
済
兼
任
触
聞
)

爺
八
十
<
集
空
手
八
　
熊
葺
放
散
共
済
の
共
済
兼
任
敷
陶
性
､
こ
の
町
が
飽
妾
施
設
共
済
加
入
者
か
ら
加

入
者
負
轟
兵
辞
掛
金
の
取
付
を
受
け
た
日
の
豊
日
か
ら
一
年
鞄
と
す
る
｡

q
　
こ
の
町
は
'
次
に
抱
け
る
事
由
忙
敢
為
す
る
歯
芸
施
設
共
済
の
共
済
幽
係
昨
つ
S
で
は
､
前
額
の
親
定

に
か
か
わ
ら
ナ
'
当
酸
共
済
的
係
忙
係
る
歯
苦
海
儲
共
済
加
入
者
と
の
協
議
に
･
1
少
､
嶺
款
共
済
馳
係
に

係
る
共
済
貴
任
掛
軸
を
六
海
月
以
上
一
年
未
満
(
象
7
号
に
撫
げ
る
皐
由
に
隊
当
す
る
陶
芸
放
散
共
済
の

共
済
熊
係
に
係
る
共
済
兼
任
掛
軸
に
あ
ノ
っ
て
比
､
f
年
未
満
)
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

l
　
共
済
責
任
捗
尚
の
始
期
又
は
赦
細
を
統
一
す
る
必
衰
が
参
る
こ
と
｡

二
　
当
陳
特
定
馳
妾
祐
投
の
穀
任
地
陶
が
周
年
で
な
S
こ
と
｡

三
　
重
野
特
定
鹿
妻
施
穀
の
凝
着
掛
軸
が
周
年
で
な
く
､
敏
捷
し
て
い
な
い
触
向
中
姓
､
鹿
穀
陶
芸
の
用

に
供
し
な
い
こ
と
｡
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(
適
･
R
歩
帝
)

飴
八
十
<
集
聖
一
十
九
　
尚
書
施
設
共
済
加
入
者
比
､
共
済
目
的
を
麗
醸
し
､
移
転
L
t
解
休
し
'
埠
集
し

若
し
く
は
改
集
し
た
と
き
､
共
済
目
的
の
栃
遭
宕
し
く
比
材
生
を
変
更
し
た
･
V
き
､
共
済
目
的
が
共
済
事

故
以
外
の
事
由
に
上
J
h
破
損
(
載
徹
夜
も
の
を
陳
-
｡
)
若
し
-
壮
敵
失
し
た
と
き
(
破
損
し
た
と
き
に

あ
つ
て
は
'
そ
の
破
音
が
戦
散
を
と
き
を
除
-
｡
)
共
済
目
的
を
他
の
保
険
者
し
く
紘
共
帝
に
付
し
た
と

き
､
施
牧
内
･
Q
作
物
の
程
鞄
袈
し
-
姓
栽
培
搬
佃
を
変
吏
し
た
と
き
､
施
殻
内
農
作
物
が
発
芽
し
た
と
き

又
は
放
散
内
農
作
物
を
移
植
し
た
と
き
は
､
連
帯
を
-
'
そ
の
旨
を
と
の
町
忙
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡(

加
入
者
負
趣
共
済
掛
金
の
金
額
)

象
<
十
<
集
の
三
十
　
鞠
巷
地
殻
共
済
に
係
る
加
入
者
負
趣
共
済
掛
金
の
金
魚
は
'
共
済
金
坂
に
観
<
十
<

＼

集
の
三
十
三
の
共
済
掛
金
峯
を
乗
じ
て
祷
た
金
額
(
鈴
八
十
<
条
の
二
■
<
艶
二
親
の
頼
定
に
エ
･
s
h
 
f
年

来
鮪
と
香
れ
た
共
済
責
任
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
壮
'
当
政
金
魚
に
別
配
の
係
数
を
乗
じ
て
祷
た
金
額
)

か
ら
そ
の
二
分
の
一
に
軸
当
す
る
金
魚
(
そ
の
金
魚
が
法
泉
十
三
条
の
玉
の
主
務
大
臣
の
定
め
る
金
額
を

鹿
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
､
そ
の
主
務
大
臣
の
定
め
る
金
魚
)
を
差
し
引
S
て
裾
た
金
散
と
す
る
?

(
加
入
者
負
担
共
済
耕
金
の
触
敷
板
)

･
小
!

.
■

.
∫

′
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集
<
十
八
集
三
三
　
-
十
<
条
の
二
十
二
空
-
-
忙
よ
る
申
込
-
し
た
者
誓
栗
十

<
条
竺
十
五
至
芸
芸
の
通
知
が
到
善
し
-
め
-
か
ら
起
鼻
し
て
義
尚
以
内
拝
観
蓋

投
共
済
に
係
る
加
･
<
者
負
轟
共
済
封
金
を
こ
の
町
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
を
S
o

J
　
前
欝
豊
す
る
如
悪
霊
-
加
入
者
共
済
掛
金
の
-
塞
け
た
と
き
は
､
こ
富
は
､
故

等
象
<
十
八
集
竺
十
二
竺
-
裁
定
に
よ
る
申
込
み
か
-
た
も
の
と
芸
し
て
取
か
扱
う
も

の
と
す
る
｡

J
　
弟
五
条
弟
四
萌
の
親
定
拙
'
艶
二
親
の
納
付
に
つ
い
て
車
用
す
る
｡

(
共
済
金
魚
)

集
<
十
<
集
三
十
二
　
尚
葺
地
役
共
済
の
共
済
金
宙
は
･
特
定
聖
蒜
艶
(
聖
毒
栗
霊
芝
忙

上
身
共
誓
約
と
し
た
附
帯
地
殻
又
牡
鹿
静
内
農
件
物
を
含
む
｡
以
↑
｢
特
定
歯
糞
地
殻
専
｣
と
S
う
｡

)
と
と
に
､
共
ノ
漂
-
-
め
-
-
ら
す
,
共
済
価
-
-
の
<
十
患
え
表
芸
野
内
托

ぉ
S
て
'
鈴
<
十
八
集
の
三
十
g
i
聖
顔
の
歯
茎
寧
-
済
掛
金
峯
等
妄
表
に
抱
け
る
金
顔
の
う
ち

か
ら
執
事
熊
取
共
済
加
入
者
が
選
択
し
た
金
魚
と
す
る
○

ヱ
　
敵
弟
望
ハ
辞
儀
無
比
､
雷
官
二
十
条
竺
章
二
聖
毒
血
主
務
大
臣
が
定
め
る
準
則
に
従
S
,
当
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酸
願
書
地
殻
共
済
の
共
済
鮎
係
に
係
る
特
定
慧
蒜
設
及
び
附
帯
施
設
の
共
済
兼
任
肋
間
鞄
始
の
時
に

か
け
る
価
魚
を
基
礎
と
L
t
当
蕗
聖
蒜
穀
共
済
の
共
済
鮎
係
忙
係
る
施
設
内
農
作
物
の
生
産
a
t
を
勘

案
し
て
､
亡
の
町
が
定
め
る
金
額
と
す
る
｡

(
共
済
掛
金
革
)

象
<
十
<
条
望
芋
三
　
園
妾
施
設
共
済
の
共
済
掛
金
奉
仕
､
施
鼓
区
分
(
法
集
空
手
集
空
〓
ユ
ニ
轟

蒜
の
施
設
区
分
を
i
う
｡
)
と
と
及
び
触
改
内
鼻
作
物
を
共
済
目
的
と
す
る
聖
蒜
投
共
済
と
そ
の

他
の
鹿
妻
赫
投
共
済
と
の
別
ご
と
k
r
次
の
串
を
合
計
し
た
も
の
と
す
る
｡

l
　
聖
毒
に
裁
定
す
る
区
域
の
蔦
す
る
地
域
に
係
る
法
払
盲
二
十
条
の
二
十
三
聖
弟
竺
号
の
共

済
癖
金
額
単
車
甲
と
陶
畢

ニ
#
f
毒
に
添
乗
す
る
区
域
の
鳥
す
る
地
板
柾
係
る
法
免
官
二
十
条
の
二
十
三
空
項
a
J
毒
の
共

済
掛
金
榛
準
奉
乙
と
向
率

(
鹿
妻
地
殻
共
済
掛
金
峯
等
f
覧
表
の
備
駐
き
及
び
館
覧
)

免
<
十
<
集
空
手
四
　
町
長
は
'
騰
苦
海
散
共
幹
の
共
取
掛
金
華
､
共
済
金
散
､
加
入
者
負
趣
共
済
掛

金
串
等
を
記
載
し
た
聖
蒜
鼓
女
帝
掛
金
率
等
f
覧
表
を
作
成
し
､
こ
れ
を
町
役
嶺
に
備
え
て
鹿
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
S
｡

I),1

_
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二

.
1
　
町
長
比
'
前
額
に
梅
げ
る
事
項
が
改
定
卓
れ
た
と
幸
は
､
当
酸
単
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
S
｡

J
　
歯
糞
地
役
共
済
加
入
者
は
､
S
つ
で
も
､
集
一
萌
の
歯
毒
施
設
共
済
掛
金
串
等
丁
覧
表
の
閲
覧
か
来
せ

る
こ
と
が
で
き
る
｡

(

共

済

金

の

支

払

額

)

　

　

　

　

　

　

　

　

′

象
八
十
<
集
の
三
十
五
　
蘭
書
施
設
､
共
済
忙
係
る
共
済
金
姓
､
特
定
蝕
葺
施
投
と
と
に
'
共
済
事
故
紅
よ
っ

て
馳
墓
地
投
共
済
加
入
者
が
観
る
親
書
の
魚
が
f
万
円
(
当
軟
特
定
取
巻
施
設
等
に
係
る
共
済
価
飯
の
十

分
の
ー
忙
相
当
す
る
金
魚
が
l
万
円
に
満
た
な
い
と
き
は
､
当
汝
相
当
す
る
金
敬
)
　
を
亀
え
た
場
合
に
支

払
う
も
の
と
し
､
そ
の
金
銀
吐
'
当
鼓
規
書
の
軒
に
'
共
済
金
魚
の
共
済
価
格
に
対
す
る
和
合
を
乗
じ
て
′

得
た
金
魚
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
｡

.
]
　
前
額
の
損
書
の
額
は
'
次
の
各
号
に
扱
げ
る
物
に
つ
S
て
当
汝
各
号
に
掲
げ
る
金
瓶
に
当
軒
各
物
の
共

済
事
故
に
与
る
撫
育
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
金
魚
を
合
計
し
て
得
た
金
瓶
か
ら
共
済
事
故
が
発
生
し
た
と

き
に
親
に
当
軟
特
定
歯
車
地
殻
等
の
う
ち
摸
事
を
生
じ
た
取
分
催
っ
き
存
す
る
利
益
及
び
共
済
事
故
の
発

生
に
上
っ
て
生
じ
た
利
益
の
全
部
又
杜
f
部
を
差
し
引
い
て
得
た
金
敷
に
エ
･
B
､
算
定
す
る
も
の
と
す
る
｡

｣
　
特
定
園
寒
地
投
　
当
鼓
特
定
鹿
妻
施
設
の
価
魚
で
当
軟
蘭
書
鹿
設
共
済
の
共
済
価
額
の
井
定
の
基
鍵

と
な
っ
た
も
の
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ニ
肘
有
為
投
　
当
軟
附
帯
地
殻
の
価
故
で
当
軟
歯
糞
地
殻
共
済
の
共
済
価
額
の
舞
定
の
基
鍵
と
な
っ
た

も
Q

一

l
ニ
施
牧
内
農
作
物
　
当
畝
飯
事
地
層
共
済
の
共
済
価
敬
か
ら
前
二
号
の
金
魚
を
差
し
引
い
て
得
た
金
額

(
共
辞
金
額
の
制
裁
)

集
<
十
<
集
Q
I
T
f
三
八
　
と
の
町
誓
歯
芸
地
殻
共
済
の
溝
済
金
の
支
払
に
不
足
を
生
す
る
場
合
に
は
､
次

の
各
号
把
抱
け
る
金
魚
の
合
計
鞄
を
そ
の
支
払
に
充
て
な
お
不
足
を
生
ず
る
海
食
に
随
身
･
共
済
金
衛
を

削
減
す
る
こ
と
が
.
f
J
さ
る
｡

I
　
轟
九
十
九
条
空
ハ
号
の
勘
定
忙
係
ふ
魚
九
十
三
条
撃
壷
の
不
足
金
て
ん
海
草
偽
金
の
金
額

二
　
魚
九
十
東
泉
五
号
の
勘
定
に
係
る
轟
九
十
七
集
撃
壷
の
特
別
群
立
金
の
金
魚

.
1
　
掛
項
の
親
愛
に
よ
る
共
済
金
額
の
触
媒
は
､
当
鞍
会
計
年
度
中
に
支
払
の
事
由
が
生
じ
た
共
済
金
額
の

す
べ
て
忙
つ
い
て
'
行
う
も
の
と
す
る
｡

集
<
十
<
衆
望
‡
七
　
と
の
町
仕
､
決
井
に
お
1
て
共
済
金
宙
の
軸
妹
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
壕
合
に

は
､
仮
に
共
済
金
額
を
削
就
し
て
支
払
う
A
J
と
が
で
き
る
｡

(
共
済
金
の
支
払
の
免
責
等
)

艶
<
十
<
集
空
手
<
　
次
の
壌
合
に
は
､
こ
の
町
竺
共
済
金
の
全
部
又
は
蒜
に
つ
き
､
支
払
の
責
め

∴
一

i

i
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を
免
れ
る
も
の
と
す
る
｡

f
　
園
葺
施
設
共
済
加
入
者
が
第
十
二
集
魚
丁
萌
の
規
定
に
よ
る
義
教
を
怠
っ
た
と
き
｡

二
　
飽
芸
地
殻
共
済
加
入
者
が
象
十
三
条
の
規
定
に
上
る
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
｡

三
　
薗
葦
為
政
共
済
加
入
者
が
爵
十
六
条
集
一
幕
又
は
亀
二
負
の
親
定
■
忙
上
る
適
知
を
息
か
又
は
愚
意
若

し
く
は
玉
大
な
過
失
に
上
っ
て
不
実
の
通
知
を
し
た
と
き
｡

四
　
集
<
十
<
粂
二
十
二
艶
f
嶺
の
親
定
に
上
る
申
込
を
し
･
た
鞄
等
地
役
共
済
資
格
者
が
当
軟
申
込
み
の

際
'
当
隊
申
包
み
に
係
る
特
定
歯
葺
地
殻
串
に
馳
す
る
轟
八
十
<
条
の
二
十
五
亀
t
嶺
集
二
号
か
ら
第

四
号
ま
で
に
絡
げ
る
事
実
又
比
事
現
に
つ
き
､
慈
恵
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
A
J
九
を
通
知
せ
ず
又

比
不
実
¢
通
知
を
し
た
と
き
(
こ
の
町
が
こ
れ
を
知
っ
て
S
た
と
き
及
び
過
失
に
上
っ
て
こ
れ
を
知
ら

な
か
っ
た
′
と
き
を
除
く
､
)
｡

五
　
静
葦
施
設
共
済
加
入
者
が
魚
<
十
八
集
竺
〓
･
九
の
頼
定
に
上
る
通
知
を
息
夕
又
壮
愚
意
碁
し
く
は

重
大
を
過
失
に
上
っ
て
不
集
の
通
知
を
し
た
と
き
｡

と
の
町
は
､
歯
芸
触
散
共
済
加
入
者
が
植
物
防
疫
法
の
観
定
に
連
反
し
た
壌
合
に
杜
へ
当
酪
連
反
行
為

の
籍
果
通
常
生
ず
べ
き
損
失
の
亀
に
つ
S
て
は
'
当
酸
歯
蕃
施
設
共
済
加
入
者
に
対
し
て
共
済
金
の
受
払

の
藤
巻
を
有
し
な
い
｡
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こ一二議

(
共
済
熊
係
■
の
解
除
)

艶
<
十
<
集
S
H
I
f
+
九
　
泉
八
十
<
集
Q
f
芋
二
轟
蒜
の
申
込
み
の
煮
詰
の
当
時
､
聖
蒜
設
共
済
資
格

者
が
急
患
暮
し
-
は
貴
大
を
過
失
に
上
っ
て
圭
草
な
草
葉
を
肯
け
ず
又
は
豊
喪
な
事
韻
に
つ
き
不
実
の
こ

と
か
告
げ
た
と
き
は
,
こ
の
町
が
そ
の
事
集
を
知
か
又
は
過
失
に
上
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
と
き
を
除
ミ

こ
の
町
は
､
当
酔
聖
蒜
投
共
済
の
共
済
馳
係
を
集
束
に
向
か
っ
て
解
除
す
る
と
と
が
で
き
る
｡
た
だ
し
､

同
額
の
耕
定
忙
上
る
申
込
み
の
薪
能
の
時
か
ら
六
月
又
紘
こ
の
町
が
解
除
の
腐
歯
を
知
っ
た
時
か
ら
二
月

を
軽
過
し
た
と
き
吐
､
i
J
の
限
少
で
な
い
｡

J
　
集
<
十
八
集
空
手
五
　
泉
-
萌
撃
毒
か
ら
轟
四
号
ま
で
に
絡
げ
る
単
項
比
､
前
項
の
主
事
を
辛
夷

又
は
壬
昔
な
事
萌
と
み
な
す
｡

j
　
こ
の
町
誓
共
済
事
故
価
生
じ
た
後
に
か
S
て
蘇
)
現
の
顛
定
に
よ
か
歯
芸
施
設
共
済
の
共
済
馳
係
を

解
除
↓
た
嶺
合
で
あ
っ
て
も
へ
そ
の
擦
寄
を
て
ん
禰
す
る
千
め
に
任
じ
な
S
｡
も
し
既
に
共
済
金
を
支
払

i

っ
て
S
た
と
き
拭
､
こ
の
町
は
そ
の
返
漁
を
韓
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
た
だ
し
､
当
酵
共
済
事
故
が
そ

告
げ
な
か
っ
た
事
実
又
壮
告
げ
た
不
実
の
こ
と
に
華
つ
か
な
い
こ
と
を
聖
蒜
投
共
済
加
入
者
が
証
駒
し

た
と
き
は
､
と
の
限
少
で
を
い
｡

(
共
済
馳
係
の
失
効
)

r
霊

i
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一

弟
八
十
八
条
の
幽
十
　
薗
芸
施
設
共
済
の
共
済
目
的
に
つ
い
て
訣
渡
又
は
相
続
そ
の
他
の
包
括
東
船
が
あ
っ

た
と
き
誓
飴
十
1
粂
聖
宗
(
向
粂
鞄
<
現
に
か
S
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
｡
)
の
裁
定
灯
工
少
軸

受
人
又
は
相
続
人
そ
の
他
の
承
紅
人
が
当
落
観
芸
放
散
共
騎
馳
係
に
敵
し
鼓
政
人
又
は
敏
相
続
人
そ
の
他

の
嶺
桑
恥
入
の
有
す
る
棒
利
兼
務
を
承
継
し
た
壕
合
を
除
き
､
当
該
嵐
芸
施
設
共
済
の
共
済
齢
係
は
,
そ

の
誕
渡
又
は
相
続
そ
の
他
の
包
鈷
承
継
が
あ
っ
た
と
き
か
ら
そ
の
効
力
を
失
う
0

(
他
人
の
所
有
す
る
特
定
執
芸
放
散
又
は
附
帯
施
殻
を
艶
書
施
設
共
.
済
忙
付
し
た
場
合
)

艶
八
十
八
条
の
四
十
一
他
人
の
所
看
す
る
特
産
敵
意
施
設
又
は
附
帯
施
設
を
管
理
す
る
者
が
そ
の
支
払
う

こ
と
が
あ
る
べ
き
損
寮
籍
仮
の
た
め
そ
の
特
定
歯
茎
施
設
又
性
附
帯
施
鼓
を
陶
芸
施
設
共
済
た
付
し
た
と

き
は
､
当
該
特
定
鳳
寒
施
設
又
は
附
帯
触
詮
の
所
有
者
竺
こ
の
町
に
対
し
て
直
趣
に
そ
の
撫
育
の
て
ん

袖
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
共
済
金
支
払
歓
等
の
通
知
)

観
八
十
八
条
の
払
十
二
　
こ
の
町
は
､
共
済
金
の
支
払
観
の
決
定
庭
虐
滞
な
く
､
当
鼓
鹿
妻
地
殻
共
済
加
入

者
に
､
共
済
金
の
支
払
額
､
象
八
十
八
条
の
三
十
五
聖
苗
の
損
害
の
亀
､
共
済
金
の
支
払
掛
目
及
び
支

払
方
法
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
｡

(
無
草
戻
し
)



. 1.'8-

▲

一

I

鮎
八
十
八
条
の
四
十
三
　
こ
の
町
は
､
触
苦
施
設
共
済
咋
つ
S
て
､
毎
会
計
年
度
I
 
r
歯
芸
施
設
共
済
加
入
者

が
自
己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
畢
由
が
な
S
の
に
次
の
J
各
号
の
f
忙
鼓
当
す
る
場
合
に
壮
藩
会
の
蘇
決
を
経

て
､
当
該
会
計
年
度
の
前
三
会
計
年
艶
聞
に
共
済
膏
任
期
陶
が
聴
了
し
た
共
済
馳
係
･
忙
係
る
加
入
者
負
趣

共
済
掛
金
(
以
下
と
の
現
に
か
S
て
｢
共
済
掛
金
加
入
者
負
趣
分
｣
と
S
う
｡
)
　
の
二
分
の
一
に
頼
当
す

る
金
敷
(
当
診
断
三
会
計
年
鑑
鞄
に
共
済
金
の
支
払
を
受
け
又
は
当
鼓
会
計
年
度
の
前
二
会
計
年
度
尚
に

こ
の
条
の
顛
定
に
ょ
■
る
無
事
涙
金
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
､
当
款
二
分
の
f
に
和
当
す
る
金
額
か
ら
当

鼓
共
済
金
及
び
当
琴
無
事
戻
金
の
合
計
金
飯
を
差
し
引
S
て
祖
た
金
敬
)
を
限
良
と
し
て
､
当
敵
飽
葺
施

設
共
済
加
入
者
に
対
し
て
無
事
戻
し
唐
す
る
も
の
と
す
る
｡

叫
　
当
酸
会
計
年
度
の
前
三
会
計
年
度
に
わ
た
か
共
済
金
の
支
払
を
受
け
丑
い
と
き
(
当
教
会
新
年
度
の

前
二
会
計
年
放
間
に
無
筆
庚
金
の
支
払
を
党
.
け
た
藤
倉
に
か
い
て
､
当
艶
無
事
東
金
の
金
轟
が
共
済
掛

金
加
入
者
負
趣
分
0
1
7
分
の
1
紅
塵
当
す
る
金
額
以
上
の
金
鮎
で
あ
る
と
き
を
除
く
｡
)
｡

二
　
当
該
会
計
年
度
の
前
三
舎
新
年
施
尚
に
支
払
を
受
け
た
共
済
金
の
金
額
が
共
済
掛
金
加
入
者
負
痩
身

の
二
分
の
山
に
頼
当
す
る
金
叡
(
当
該
余
計
年
数
の
新
二
会
計
年
度
軸
に
無
事
戻
金
の
支
払
を
受
け
た

･
と
き
は
､
当
堅
1
分
の
1
忙
額
当
す
る
金
静
か
ら
当
該
無
事
戻
金
の
金
魚
を
差
し
引
S
t
J
祷
た
金
額
)

に
滞
た
な
S
と
き
O

I

㌔
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A
J
の
町
が
射
萌
の
規
定
忙
よ
J
E
h
無
義
兵
七
を
す
る
金
散
仕
'
魚
九
十
集
魚
五
号
の
お
宅
に
凍
る
鎗
九
十

七
集
筆
表
中
特
別
積
立
金
の
金
租
に
島
牧
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
か
ら
規
則
聖
手
玉
集
魚
抄
萌
¢

浪
費
に
工
か
交
付
t
t
l
九
た
金
衛
を
加
え
た
金
魚
を
轟
え
な
い
も
の
と
す
る
｡

魚
<
十
<
/
集
の
四
十
三
空
-
こ
の
町
は
'
前
条
の
観
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
尚
書
祐
筆
共
韓
に
つ
h
て
､
A
J

の
町
と
e
恥
忙
共
拝
熊
僻
の
存
す
る
者
で
'
法
集
<
十
五
条
の
三
弟
三
溝
又
は
飴
玉
萌
の
至
不
が
あ
っ
た

持
○
鞭
打
に
畠
練
砂
嚢
叔
合
と
の
柵
托
共
済
艶
係
が
存
L
t
か
つ
､
そ
の
公
示
が
あ
っ
た
日
に
A
J
の
町
と

B
.
側
に
共
辞
鉾
俵
を
成
立
幸
せ
た
も
の
に
対
し
て
､
強
食
や
啓
決
を
耗
て
'
巻
か
ぬ
合
と
の
軸
忙
春
し
た

)

共
打
払
晋
と
の
町
と
の
伽
に
存
し
た
も
の
と
し
て
勧
条
の
針
定
の
例
に
よ
か
先
走
し
た
糖
を
限
度
と
し

て
無
雷
果
し
を
す
る
も
の
と
す
る
｡

J
　
繍
集
打
二
手
¢
億
定
姓
､
解
凍
の
鴇
合
に
準
用
す
る
｡
と
の
葛
合
把
か
S
て
､
南
条
孝
義
中
｢
特
別

糠
文
金
の
卑
畿
｣
と
あ
る
の
比
､
r
特
別
幾
立
金
の
金
額
八
と
の
町
が
共
済
事
業
に
つ
き
者
染
銀
合
か
ら

財
善
や
j
L
練
を
受
け
て
行
う
無
事
荒
し
忙
あ
っ
て
壮
'
こ
の
町
が
移
敵
縫
合
か
ら
執
政
を
受
け
た
材
生
の

雛
を
畿
集
L
t
.
農
林
水
鳶
大
臣
が
定
め
る
金
魚
)
｣
と
読
み
番
え
る
も
の
と
す
る
｡

(
加
<
者
負
担
先
帝
翁
金
の
卦
納
)

鼻
<
十
<
集
の
世
十
四
　
と
の
町
比
､
歯
巷
地
殻
共
済
(
共
済
責
任
勘
陶
が
一
年
俄
で
あ
る
も
の
に
限
る
｡
)
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忙
集
る
加
入
者
景
趣
共
済
穀
金
に
つ
1
て
'
集
<
十
<
集
望
]
+
f
&
蒜
の
規
定
に
か
か
わ
ら
す
､
鵬
L

卓
鶴
牧
共
済
加
入
者
の
申
弾
に
基
づ
き
当
鞍
加
入
青
魚
趣
共
済
掛
金
至
高
に
分
刺
.
J
て
納
付
す
る
A
J
i
1

金
縁
め
る
A
J
と
が
で
寺
る
｡

j
　
射
萌
の
申
糟
は
'
次
萌
の
規
定
に
よ
る
撃
高
月
の
納
付
忙
つ
き
轟
保
を
供
し
又
蛙
保
証
人
を
立
て
1
′

か
ク
.
と
の
町
の
覚
め
る
事
由
を
蔀
付
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
夜
S
｡

∫
.
飴
萎
鵜
毅
共
済
加
入
者
は
､
集
I
萌
の
放
棄
に
上
皇
山
国
托
分
割
し
て
納
付
す
る
と
と
を
低
め
ら
れ
た

犠
食
紅
は
､
轟
<
十
<
集
Q
I
T
十
五
整
壷
の
乗
蕗
の
通
知
が
到
達
し
た
日
の
量
目
か
ら
亀
井
し
て
盲

.
j
E
払
内
に
加
入
者
負
由
井
群
各
会
竺
l
舟
空
に
相
当
す
る
金
魚
を
､
魚
苗
色
の
加
入
者
貴
連
共
群
泉

′

金
¢
納
付
期
限
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
鯉
過
し
た
白
ま
で
に
そ
の
裁
額
に
相
当
す
る
金
糖
を
･
そ
れ

ぞ
れ
A
J
の
町
忙
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

#
　
弗
l
葉
の
銀
章
に
ょ
か
舟
射
勅
付
を
滞
め
ら
れ
た
熊
毛
地
殻
共
済
の
共
済
責
任
舶
伽
は
･
鵜
八
十
<
集

′

●

空
言
<
島
-
額
の
裁
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
こ
の
町
が
新
教
の
泉
定
に
上
る
集
一
助
の
納
付
を
受
け
た
8

中
豊
8
か
ら
ー
年
軸
と
す
さ
●
　
,

∫
　
集
五
条
集
抄
弟
の
放
棄
は
'
聖
二
萌
の
納
付
に
つ
S
て
串
用
す
る
｡

ム
　
鳥
六
条
の
親
慶
は
､
d
E
f
I
壷
の
加
付
抽
取
･
～
で
忙
至
高
日
の
納
付
を
帯
わ
,
#
h
軸
著
鵜
故
共
済
加
入

'

ノ

t

+

よィ

†　　･i
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f

者
に
係
る
督
促
及
び
延
滞
金
の
徴
収
に
つ
い
て
単
用
す
る
｡

象
<
十
<
条
の
四
十
五
　
観
書
放
散
共
済
加
入
者
が
正
当
な
理
由
が
を
1
の
忙
前
条
聖
壷
の
競
走
に
連
反

し
て
聖
盲
目
の
加
入
者
負
担
共
済
掛
金
の
納
付
を
連
絡
し
た
と
き
は
,
艶
八
十
.
<
条
の
三
十
<
の
顛
定

に
か
か
わ
ら
ず
､
こ
の
町
は
､
当
欧
聖
蒜
殻
共
済
加
入
者
に
対
し
て
共
済
金
の
全
称
に
つ
き
支
払
の
辛

め
を
免
れ
る
も
の
と
す
る
｡

艶
九
十
集
中
集
五
号
を
聖
ハ
号
と
し
､
窮
四
号
の
次
に
次
の
f
号
を
加
え
る
｡

五
　
園
芸
施
設
共
済
に
馳
す
る
勘
定

第
九
十
二
条
第
表
象
二
号
中
｢
象
昔
共
済
｣
の
↑
忙
｢
又
は
聖
蒜
殻
共
空
を
加
え
､
｢
共
済
掛
金

地
軸
｣
を
｢
膏
任
期
陶
｣
に
改
め
､
何
条
聖
壷
中
｢
経
過
し
な
い
共
済
換
金
如
尚
｣
を
｢
撫
埴
し
な
S
兼

任
抽
簡
｣
雪
　
｢
当
敵
共
済
掛
金
勘
陶
｣
を
｢
当
軟
膏
任
地
陶
｣
に
改
め
る
｡

窮
九
十
三
条
聖
壷
中
｢
又
■
壮
聖
二
号
｣
を
｢
'
堅
二
号
又
姓
五
号
｣
に
改
め
る
.

魚
九
十
四
条
撃
表
中
｢
及
び
家
畜
共
済
｣
を
｢
､
家
昔
共
済
及
び
鞄
葺
施
設
共
済
｣
に
改
め
,
｢
又
抹

家
畜
共
済
｣
の
下
に
｢
若
し
-
は
慧
蒜
芸
軒
｣
を
､
｢
､
家
畜
共
済
｣
の
↑
忙
｢
及
び
陶
芸
砲
殴
共
騨
｣

を
加
え
る
｡

窮
九
十
七
条
聖
哀
中
｢
及
び
聖
二
号
｣
を
｢
ご
芸
号
及
び
亀
五
号
｣
に
改
め
る
｡
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莞
十
八
条
竺
雷
｢
及
び
家
-
折
に
つ
誓
こ
を
｢
,
象
-
-
び
-
施
霊
韓
竺
S
て
｣

に
=
及
び
家
翼
辞
の
区
分
｣
を
｢
並
び
に
-
共
済
及
ひ
-
転
-
済
の
区
空
に
思
,
｢
家
音

畜
共
済
｣
の
下
に
｢
及
び
歯
学
加
数
共
済
｣
を
加
え
る
｡

同
条
票
雷
｢
及
び
果
樹
-
別
･
の
集
概
共
済
｣
を
｢
,
巣
-
分
別
の
東
雲
済
及
び
園
芸
海
空
ハ

済
｣
に
改
め
る
｡

舞
首
十
条
中
｢
及
び
果
樹
共
済
敷
金
｣
を
｢
,
巣
芸
済
執
会
及
び
園
芸
施
設
共
済
飽
食
｣
に
改
め
る
○

付
脊
第
一
の
新
に
次
の
別
賢
を
加
え
る
･

別
記
(
艶
<
十
八
条
の
三
十
触
係
)

nヽ
2

n
は
､
当
酸
共
済
棄
任
斯
,
L
･
芸
月
数
(
.
月
末
-
端
数
が
参
る
と
き
は
､
こ
れ
を
言
)
と
す
る
｡

附

　

則

と
の
条
例
は
､
鳥
戦
備
1
:
皐
の
散
可
の
あ
っ
た
日
上
付
ら
施
行
す
る
･

･Z,..
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